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結果

当科を訪れた女性およびボランティア女性 916例の健常女性を対象に、日本刈要椎

骨密度の基準値を算出する目的でLUNAR社製DPXを用いて、第2腰椎から第4

腰椎までの平均骨密度を計調IJした。

その結果、 Peakbone massは40才代にあったが、 20才から40才代の聞の骨密度に統

計学的な有意差はなかった。閉経期以後5()才代から急激な骨密度の低下が認められ、

50才から60才の10年で約18%の骨塩量の低下が認められた。 60才以降は加令にともな

う低下傾向がみられたが、低下の程度は緩徐であった。

ごの結果より骨塩量の低下には閉経という因子が大きく関与していると考えられた

点とPeakbonemassの骨塩量が40才代にあった点かち、特に40才代の女性に着目し、

骨塩測定の際に乳製品の摂取状況と月経周期の異常の有無、閉経について問診を行っ

た。

問診により、乳製品の摂取状況に関しては、牛乳が嫌いでほとんど摂取しない群、

平均して 200cc租度は摂取する群、努めて400cc以上摂取する群の3群に分けた。月

経周期に関する問診からは、月経の周期が規則正しい群、月経の周期が不順である

群、閉経を向かえた群の3群にわけた。

以上の群における各々の腰椎平均骨密度を次に示す。
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40才代健常女性の腰椎平均骨密度 (g/cm') 

牛乳摂取量 。 。 ~1 2以上

(本/1日)

月経正常群 1.188士0.134 1.156士0.125 1.168:t0.123 

N= 1 23 (N = 2 3) (N = 6 3) (N = 3 7) 

月経不!菌群 1. 081:t O. 073 1.111:t O. 094 1.106士0.087

N= 26 (N = 1 0) (N = 1 0) (N= 6) 

閉経群 1.103:tO.133 1.093土0.116 1.092:t0.120 

N=18 (N= 6) (N= 7) (N= 5) 

以上の結果からは、乳製品の摂取量の棺遠から骨塩量に関する統計学的有意差は認

められなかった。

ただ月経不順群においては、牛乳摂取に努めている症例の方に骨塩動痛い傾向が

認められた。

以上の給果を症例数が少ないため多5少L、潤問題があると

を用いで、測定俸のバラツキを補正した。

その給呆を示す。
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40才代健常女性の腰椎平均骨密度 (g/cm') 

牛乳摂取量

(本/1日)

月経正常群

N= 1 07 

月経不鵬群

N=26 

閉経群

N= 18 

。

1.14日士0.092

(N = 2 0) 

1. 062:!: O. 050 

(N= 9) 

1.063士0.133

(N= 5) 

。 ~1

1.186士0.079

(N = 5 3) 

1.111士0.094

(N = 1 0) 

1.093士0.116

(N= 7) 

2以上

1.190士0.106

(N= 34) 

1.136:!: O. 062 

(N= 5) 

1.145:!: O. 120 

(N= 4) 

バラツキを補正した結果では、月経不順群においては牛乳摂取を一日 2本以上の群

と摂取しない群との聞で5%の危険率で有意差がみられ、牛乳摂取を一日 2本ιL上で

は高値をしめした。

他の群間では統計学的には有意差は認められなかったが、月経正常群、閉経群とも

牛乳摂取量が多い症例の方が骨塩量が高くなる傾向にあるごとが示された。

盆コ士 舌五
'1'ロ ロ同

今回の検討では、各計測l値のバラツキを補正した場合には、牛乳摂取量の増加にと

もない、骨塩量が増加する傾向がみられた。特に月経不順群では、統計学的有意差を

もって明らかにその傾向が示された。

今後は、さらに症例数の増加に努めるとともに、 4日才代の症例のみならず、他の世

代においても同様の検討を行う予定である。
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